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研究成果の概要（和文）：「ブルエ予想」を解くために必要である「スコット加群のブラウアー直既約性」に関
して結果を得た。また「ブルエ予想の周辺」の予想である「アルペリン重み予想」および「アルペリン・マッカ
イ予想」に関して、不足群が巡回群の場合について、3つの結果を得た。ブルエ予想の周辺に関連する、自己準
同型自明加群の研究に関して、未解決であった2面体群の場合を解いた。すべて、延べ4人の海外研究者との共同
研究であった。これらを2015年ドイツ・オーバーヴォルファッハ、イェーナ大学、2016年スイス・スイス連邦工
科大学ローザンヌ校、2017年カナダ・バンフで招待講演を行った。

研究成果の概要（英文）：In order to solve "Broue's conjecture" we must have the Brauer 
indecomposability of the Scott modules. We proved it for some cases. As related topics of Broue's 
conjecture we have two conjectures, say "Alperin's weight conjecture" and "Alperin-McKay conjecture.
 For the case where the defect group is cyclic we have obtained three results. There is also an 
important notion "Endo-trivial modules" related to the conjectures. We proved it for dihedral defect
 groups case which had been an open problem. All the work was joint one with four persons in the UK 
and Germany. I gave invited talks e.g. in Oberwolfach and Jena in Germany 2015, in EPFL in Lausanne 
Switzerland 2016, and also in Banff Canada 2017.

研究分野：数物系科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1) ブルエ予想は 1988 年にブルエ(パリ第 7

大学教授)によって提言された。代数学におけ
る表現論のみならず、より広い他分野にも大
きな影響を与える非常に重要な予想である。
有限次元直既約表現全体が有限個（有限型）
である場合、そして無限型であってもテイム
(tame)型と呼ばれる良い性質を持っている
場合には、ブルエ予想はリッカード、リンケ
ルマン、ルキエ等によって、既に解決されて
いた。 

 

(2) 一方、テイム型以外の無限表現型のブロ
ックに対しては、有限群が対称群、線型群な
どの場合を除いては、単発の幾つかの結果が
あるだけであった（筆者の研究を幾つか含
む）。 

 

(3) また主題のブルエ予想と非常に関係が深
い重要な予想として、アルペリン重み予想お
よびアルペリン・マッカイ予想がある。この
うち、マッカイ予想を、有限単純群の分類を
使って解こう、という大計画が 2007 年の重
要論文（著者アイザックス、マレ、ナヴァロ）
で発表された。マレの元学生のシュペートは
このアイデアをアルペリン・マッカイ予想お
よびアルペリン重み予想にも適用して、彼女
の帰納的条件を発見した。これらの帰納的条
件が実際にどのくらい有効、役に立つかが不
確定であったのが 27 年初めくらいまでの状
況であった。 

 

２．研究の目的 

(1) 重要な有限単純群、特に散在型単純群お
およびその被覆群に対して、ブルエ予想、詳
しく言うとブルエの可換不足群予想を解く
ことを目標とした。 

 

(2) ブルエ予想を解くために必要なそして役
立つ道具となり得る定理、補題、理論を作る。
例えば、スコット加群のブラウアー直既約性
など。 

 

(3) ブルエ予想の周辺の重要な予想、アルペ
リン・マッカイ予想およびアルペリン重み予
想を解くために非常に役立つ帰納的条件が、
ドイツ・シュペートたちによって得られてい
る。不足群が巡回群の場合には、この帰納的
条件が成立することを証明することを目的
とした。 

 

３．研究の方法 

(1) ブルエ予想、およびそれと非常に関係が
深いアルペリン重み予想、アルペリン・マッ
カイ予想に関連する研究をしている海外の
世界一流の研究者たちを訪問し、彼ら彼女ら
と直接、議論討論を行った。具体的には、27

年 4 月にドイツ・オーバーヴォルファッハ数
学研究所に招待され、研究連絡および研究発
表を行った。同年 7 月にはドイツ・イェーナ

大学での研究集会で招待講演を行い、また研
究打ち合わせを行った。28年度は 7月、9月、
12 月と 3 回スイス連邦工科大学ローザンヌ
校に招待され、2 回招待講演を行った。29 年
度には、カナダ・バンフ国際研究ステーショ
ンおよびドイツ・アイヒシュテッテ大学での
研究集会に招待され両方で招待講演を行っ
た。研究打ち合わせも行った。これら以外に
も、ドイツ・カイザースラウターン工科大学
を数回訪問し、幾つかの共同研究を行った。
10 編の論文中 9 編は共同研究であるが、カイ
ザースラウターン工科大学でそのうちの 5編
が産み出された。 

 

(2) 国内研究集会でも、ブルエ予想およびそ
れに関連する話題に関しての、今回の研究で
得られた結果を発表した。京都大学数理解析
研究所、代数学シンポジウム、環論表現論シ
ンポジウムなどである（すべて招待講演）。
またこれらの研究集会の最中に、研究打ち合
わせをした。 

 

４．研究成果 
(1）有限単純群の中で非常に重要なものとし
てリー型単純群がある。これは有限体上で定
義されているが、この体の標数と考えている
モジュラー表現の係数体の標数が一致して
いる場合に、自明加群の射影被覆を考察した。
ドイツ・ミュラーとの共同研究。 
 
(2） シロー2 部分群が二面体群である勝手な
有限群に対して、標数 2における自明自己準
同型加群の分類を完成させた。ドイツ・ラシ
ュールとの共同研究である。 
 
(3）巡回不足群を持つ 2ブロックは、帰納的
アルペリン・マッカイ条件を満たすことを証
明した。ドイツ・シュペートとの共同研究。 
 
(4） 巡回不足群を持つ pブロックは(ただし 
p は奇素数)、帰納的アルペリン・マッカイ
条件およびブロックごとのアルペリン重み
条件を満たすことを証明した。上記、シュペ
ートとの共同研究。 
 
(5) 標数 2の有限群代数の自明表現に対する
カルタン不変数が２の場合の有限群を完全
に決定した。有限単純群の分類を用いている。 
 
(6) ブラウアーが定義した誘導ブロックに
関してのクリッフォード理論をより使いや
すいものに精密化した。デイドの定理を使っ
ている。ドイツ・シュペートとの共同研究。 
 
(7) シロー2 部分群がクライン 4 群である任
意の有限群に対して、における自明自己準同
型加群の分類を完成させた。ドイツ・ラシュ
ールとの共同研究である。 
 
(8) 整環上有限群代数を考える。これは対称



代数であるが、これの商代数も対称代数にな
る場合について考察した。十分条件等を求め
た。イギリス・ケサール、リンケルマン 2 名
との共同研究である。 
 
(9) スコット加群のブラウアー商を考えそ
れが直既約性を保つ場合の十分条件を与え
た。ブルエ予想をチェックするのに役立つ定
理である。イギリス・ケサール、リンケルマ
ンとの共同研究。 
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